
 

研究動向・成果 
 

 

国の機関や自治体などからの技術相談の対応状況 
 

１．はじめに 

 国総研では、国の機関や自治体等に対し、政策実

施・事業施行に関する様々な技術支援を実施してお

り、災害現場はもちろん、住宅・社会資本整備の現

場で発生した問題に対しての技術指導および専門家

の派遣を継続的に行っている。 

 技術相談にあたっては、国総研が担当する分野・

施設に関する相談をいつでも受け付けることができ

るように、国総研として相談窓口を設けている。 

 

２．技術相談窓口 

 住宅・社会資本整備に関わる技術者が日頃から感

じている疑問や悩みなどについても、問い合わせる

ことができるように、「国総研技術相談窓口」(図-

1)を平成26年12月に設置しており、国総研が担当す

るあらゆる分野・施設に関する相談事項をワンス

トップで受け付けている。 

 また、港湾・海岸・空港施設に関わる良好な維持

管理の実施を支援するため、国立研究開発法人港湾

空港技術研究所と連携して、「久里浜ＬＣＭ支援総

合窓口」(図-2)を開設し、施設の計画・施工・管理

を実施する地方整備局、自治体、民間事業者などか

らの港湾・海岸・空港施設の維持管理に関する技術

的な相談を受け付けている。  

 なお、昨年度はオンラインによる相談対応を行う

など、新型コロナウイルス感染拡大防止に留意しな

がら実施した。昨年度の分野別の技術相談件数は表

の通りである。 

表 分野別技術相談件数（令和2年度） 

分野 件数 

下水道 18 

河川 305 

土砂災害 80 

道路 180 

建築・住宅・都市 110 

沿岸海洋・防災 137 

港湾 254 

空港 151 

社会資本ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ等 84 

合計 1,319 

 

 

 

図-1 「国総研技術相談窓口」 

図-2 「久里浜ＬＣＭ支援総合窓口」 
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〈国土技術政策総合研究所Ｇ〉

• 行政ニーズの把握･分析
• 現場データの把握･分析
• 基準化、研修･啓蒙･普及など支援の企画実行
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〈港湾空港技術研究所Ｇ〉

• 要素技術の開発研究
• 技術開発の中長期計画の立案
• 基準化、研修･啓蒙･普及など支援の実施協力

〈外部連携Ｇ〉

• 要素技術の開発研究等

構造研究チーム
[LCM統合ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ、ｺﾝｸﾘｰﾄ･鋼構造、事例DB]

耐波研究チーム [吸い出し]
空港舗装研究チーム [舗装体]
新技術研究開発領域 [計測技術]
材料研究チーム ［材料劣化］
地盤改良研究チーム [地盤改良]

港湾施工システム･保全研究室
[全体像分析、基準化、LCC評価ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ]

空港施設研究室 [舗装体]
沿岸防災研究室 [海岸保全施設全般]

港空研客員研究員 [ｺﾝｸﾘｰﾄ構造設計]

《久里浜ＬＣＭ支援総合窓口》
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１．はじめに 

ボラード（車止めとも呼ばれる）は「道路の附属

物」として道路法 第２条 第２項 第１号に「道路上

の柵又は駒止め」と規定されている駒止めの一種で

ある。ボラードの用途は広く、車両の進入を防ぐこ

との他にも、車両の駐停車を防ぐこと、道路施設等

への車両の衝突を防ぐことなどの目的で設置される。

また、ガードレール等の防護柵を連続的に設置する

ことが難しい、または馴染まない区間において、ボ

ラードの設置は防護柵に代わる一つの対応方法とな

りうる。しかしながら、防護柵のように車両の衝突

に対して抵抗できる耐衝撃性のボラードは、国内で

はあまり普及していない状況にある。 

今般、交差点の歩道で待機する歩行者等の保護対

策に対するニーズの高まりを受け、横断歩道との接

続部と交差点の隅切り部（以下「横断歩道接続部等」

という。）にボラードを活用する考え方について、

国総研と国土交通省道路局で検討し、学識経験者等

の意見を聞きつつとりまとめた。結果は、（公社）

日本道路協会の「ボラードの設置便覧（2021年3月）」

（以下「便覧」という。）として発刊され、広く道

路管理者等に周知が図られているところである。 

本稿では、耐衝撃性のボラードに必要な強度性能

の設定と評価方法等に関し、交通事故データの分析、

交通事故シミュレーション、実車による衝突実験を

もとに検討した概要を紹介する。 

 

２．ボラードの定義 

 写真-1は、横断歩道接続部等へのボラードの設置

例である。このボラードは、車両の衝突に対して抵

抗せずに横断歩道接続部等の区別を視覚的に強調す

る車両進入抑止を目的としたものであり、便覧では

Ｎ型ボラードと定義している。これに対して、横断

歩道接続部等の区別とともに車両の衝突に対して抵

抗し、車両進入防止を目的とした耐衝撃性のものを

便覧ではＨ型ボラードと定義している。 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1 ボラードの設置例（Ｎ型ボラード） 

 

３．強度性能の設定に関する検討 

耐衝撃性のＨ型ボラードは、適用する道路の設計

速度に応じて、表に示す種別を設定している。表は

強度性能を確認するための衝突条件となり、実車に

よる衝突実験を行うことで、Ｈ型ボラードが車両を

停止させるか、または押し戻すことで車両を歩道へ

大きく進入させない強度を有していることなど 

表 種別の設定（衝突条件） 

種別 車両質量 

（t） 

衝突速度 

（km/h） 

進入角度（歩道に 

進入する角度）(°) 

ＨＣ 1.8 35以上 15 

ＨＢ 1.8 45以上 15 

※ＨＣは設計速度50km/h以下、ＨＢは設計速度60km/hの道路に適用 
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を確認する必要がある。衝突条件に関しては、標準

的な信号交差点で発生する右折車両と直進車両の衝

突事故の発生傾向を踏まえ、右折車両と衝突した直

進車両の挙動をもとに設定した（図）。 

車両質量は、交通事故データの分析から、横断歩

道接続部等に進入する車両（右折車両と衝突した直

進車両）は乗用車クラスが主体となることを確認し、

乗用車の質量別保有台数を整理することで、安全側

（質量が大きい）の1.8tを設定した。 

衝突速度は、交通事故シミュレーションソフトを

使用して設定した。図の交通事故を想定し、直進車

両の走行速度が右折車両との衝突により低下し、歩

道に進入する状況を再現した。この際、直進車両の

速度は設計速度の50km/hと60km/hとし、さらに右折

車両との衝突タイミングを変えた複数の状況による

歩道進入時の速度を整理することで、安全側（速度

が速い）の35km/hと45km/hを設定した。 

進入角度は、都市部の一般国道や都道府県道クラ

スの標準的な道路構造において、右折車両と衝突し

た直進車両が横断歩道と接続する歩道に進入する際

の角度となる15°を設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 右折車両と衝突した直進車両の挙動 

 

４．強度性能の評価方法等に関する検討（衝突実験） 

強度性能の評価方法等を確認するため、表の衝突

条件で実車による衝突実験を行った。ここではＨ型

ボラードを試作することとし、実用面を踏まえて歩

道の地下埋設物への影響を少なくするために埋め込

みの浅い構造とし、入手しやすい材料や製品をもと

に構成した。国総研の衝突実験施設において、実用

的構造として試作したＨ型ボラードを、横断歩道と

接続する歩道への設置を想定して４本配置（設置間

隔1.5m）し、種別ＨＢの衝突条件（表 参照）で車両

（乗用車）を衝突させた。車両がＨ型ボラードに衝

突したのは４本中２本となり、１本目に車両が乗り

上げ、２本目で車両が押し戻されて停止し、車両が

歩道へ大きく進入しない良好な結果となった（写真

-2）。この実験を通し、強度性能の評価方法の詳細

な手順等をとりまとめるとともに、Ｈ型ボラードの

実用的構造を提案した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-2 実験状況（ボラードが車両進入を阻止） 

 

５．おわりに 

本稿では、主にボラードの強度性能に関する検討

内容を紹介した。設置の考え方や構造等は、便覧を

参照いただきたい。今後もボラードをはじめ交通安

全施設の課題解決に向けた検討を行う予定である。 
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